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];lの強い日ざしとさわやかな涼風一一一広大企緑肝の 11 ~ i:ìil引

で、 7門27円 『日進地区共同干IJ用模範牧場aの起工式が行なわ

れましと。

辺市町前段振興の拠出セ/タ を目ざして.総τJ>:l! 'e136. 300 

hflJ で;.330haの 1，'[地を造成し、昭和47 年完成すると、市1I;~550頭

の乳午が判f成されます。
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町

建設事業

の

豊
田
橋
は
こ
と
し
中
に
通
行
可
能
に

町
で
は
、
住
民
的
福
祉
向
上
と
産
業
基
盤
確
立
の
た
め
、
ー
と
し

も
約
二
億
円
に
の
ぼ
る
亀
量
殺
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
か
ィ

の
ほ
と
ん
ど
の
入
札
も
終
り
、
早
期
完
成
を
目
ざ
し
て
工
事
時
い

τ

せ
い
に
始
ま
り
ま
し
た
。

お
も
な
工
事
の
概
要
と
、
拙
削
負
宥
、
工
事
剛院は

つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。

マ
今
金
小
学
校
改
築
工
事

昨
年
に
引
き
続
き
、
建

築
、
屯
気
、
給
排
水
暖
房
、

整
地
各
工
事
を
行
な
っ
て

お
り
、
こ
と
し
中
に
は
一

期
工
事
が
完
成
し
ま
す
。

こ
の
た
め
.
四
十
六
年

一

円
に
は
一
部
の
児
童
が
新

校
舎
に
移
れ
ま
す
。
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町
民
的
普
意
l
量
の
献
血
は
、

年
々
問
解
を
深
め
、
献
血
車

「
ひ

ま
わ
り
号
-
に
よ
る
採
血
車
も
上

昇
し
て
お
り
、
献
血
運
動
が
始
ま

っ
て
か
ら
四
年
間
で
今
金
町
で
は

延
べ
千
二
百
人
が
献
血
し
て
い
ま

す
。今

年
度
か
ら
献
血
者
に
優
遇
制

度
も
も
う
け
ら
れ
ま
し
た
。
血
液

の
と
う
と
き
を
今
一
度
考
え
、
一

階
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

前
田
建
設

四

千

十

万

円

大
倉
有
線
電
気二

百
十
五
万
円

給
排
ホ
峨
鴨

北
王
鉄
工
建
設
工
業

一
千
八
+
四
万
円

前担
地

今
金
貨
物

二
百
五
十
万
円

マ
豊
田
楠
掛
轡
え
工
事

第
二
年
次
を
迎
え
た
こ
と
し
は
、
上

部
三
連
架
設
と
仮
設
道
路
が
設
け
ら
れ

こ
と
し
中
に
は
通
行
可
能
と
な
り
ま
す
σ

函
館
ド
γ

ク

三
千
八
百
三
十
万
円

マ
公
国
住
宅
新
築
工
事

南
栄
町
に
第

一
一世
十
二
戸
、
第
二
種

八
戸
の
二
十
戸
建
設
さ
れ
、
十

一
月
中

旬
に
は
入
居
で
き
る
見
込
み
で
す
。

松
原
組

二
千
五
十
万
円

電強
気築

四
年
間

で
千
二
百
人
が
献
血

最
近
の
医
療
技
術
の
進
歩
は
め
ざ
ま

し
く
、
と
く
に
心
臓
外
科
、
脳
外
科
な

ど
で
は
、
こ
れ
ま
で
不
可
能
で
あ
っ
た

よ
う
な
手
術
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
多
く
の
尊
い
生
命

が
救
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
か
げ
に

輸
血
に
使
わ
れ
る
保
存
血
液
の
果
た
し

て
い
る
役
刑
は
き
わ
め
て
大
き
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
追
で
は
献
血

者
に
対
す
る
感
謝
の
意
味
か
ら

『献
血

献血者を優遇輪血のとき、

者
優
遇
制
度
』
を
も
う
け
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
献
血
し
て
か
ら
三
年

以
内
に
万
一
献
血
し
た
か
た
や
そ
の
家

族
の
か
た
が
輸
血
を
受
け
た
場
合
に
、

使
用
し
た
保
存
血
液
代
金
の
う
ち
社
会

保
険
な
ど
で
支
払
わ
れ
る
以
外
の
患
者

負
担
分
を
支
払
う
こ
と
に
し
た
も
の
で

す
。

簡 単 な 検 査で採 血

こ
の
事
業
は
、
同
月

一
円
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
四
月

一
円
以

降
に
保
存
血
液
の
輸
血
を
受
け
た
人
で

献
血
者
ま
た
は
、
そ
の
親
族
の
場
合
は

献
血
手
帳
を
持
っ
て
町
民
諜
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。

最
近
の
よ
う
に
交
通
事
故
な
と
の
災

害
が
激
附
す
る
と
、
輸
血
を
必
要
と
す

る
災
難
は
、
い
つ
わ
た
し
た
ち
の
身
に

ふ
り
か
か
っ

て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

健
康
で
あ
る
証
拠

献
血
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
健
康

で
あ
る
証
拠
守
す
。
お
互
い
の
と
め
に

健
康
な
う
ち
に
献
血
を
し
て
お
き
、
万

一
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

次
回
の
献
血
部
「
ひ
ま
わ
り
号

一
の

巡
回
は
、
十

一
月
十
八
日
の
干
定
で
す
。

多
く
の
人
た
ち
の
協
力
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

マ
畑
の
沢
林
道
開
設
工
事

一
千
三
百
討
の
林
道
が
十
阿
末
ま
で

に
附
設
さ
れ
ま
す
。

版
本
建
設

一
千
三
百
九
十
六
万
円

マ
鈴
金
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
新
築
工
事

山
村
振
興
事
業
の
ト
ッ
プ
を
き

?
て

建
設
者
れ
ま
す
。

補
強
プ
ロ
ッ
ク
造
平
屋
建
二
百
六
十

五
平
方
以
で
、
集
会
室
、
研
悩
室
、
倒

即日英
樹
室
な
ど
か
ら
な
り
、
十
月
末
完

成
し
ま
す
と
、
各
梱
行
事
、
間
前
会
、

共
同
給
食
や
季
節
保
育
所
な
ど
科
白
的

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

坂

本

建

設

八

百

万

円

マ
第
二
幹
線
川
改
修
工
事

第
三
年
次
回
の
こ
と
し
は
、
百
二
十

M
が
十
月
末
ま
で
に
改
修
さ
れ
ま
す
。

坂

本

建

設

五

百

八
十
五
万
円

昭
和
線
舗
装
は
完
成

マ
昭
和
線
舗
装
工
事

百
四
十

・
八
討
が
す
で
に
完
成
し
ま

L
た
。

不
二
建
投

丘
育
百
卜
五
一川
内

マ
簡
易
給
水
説
明
叫
工
事

山
村
振
興
事
業
の

一
環
と
し
て
無
水

地
成
の
解
消
を
図
る
た
め
、
新
生
、
八

束
、
稲
聴
地
区
に
設
置
し
ま
す
。

川
合
建
設
七
百
六
十
五
万
三
千
円

マ
初
回
橋
掛
替
え
工
事

五

洋

建

設

四

百

八

十

一
万
円

マ
紅
葉
橋
掛
H

甘
え
工
事

加

藤

組

百

六

十

一
万
八
千
円

マ
自
動
車
車
廊
新
築
工
事

川
合
建
設

丘

百

七
十
万
円

マ
目
前
線
測
溝
改
良
丁
市
中

不
二
建

設

七

十

三
万
円

マ
馬
場
川
橋
掛
替
え
工
事

川
合
建
設

六

十

二

万

一

千

円

食事の前には手洗いを

Oたべものは新車宇なうちに

ご用心

O調理の前、

食中毒に
五
日
と
二
十
日
は

行
政
相
談
日
で
す

血
液
は
、
か
-勺
疋
に
心
事
な
最
饗
は
で
き
ま
せ
ん
。
人
附
の
血
を
補
う

配
給
し
、
同
時
に
不
用
に
な
っ
た
に
は
、
人
間
の
血
以
外
に
方
法
が
な

も
の
を
体
外
に
巡
ぴ
出
す
役
目
を
も
い
の
で
す
。

っ
て
全
身
の
血
管
中
を
循
環
し
て
お

血
液
の
量
は
、
お
と
な
で
体
重
の

り
、
人
間
に
と

っ
て
最
も
た
い
せ
つ
六
か
ら
八
%
く
ら
い
あ
る
と
い
わ
れ

な
も
の
の
ひ
と
つ
で
す
。

て
お
り
、
ふ
つ
う
全
血
液
晶
品
の
四
分

ま

た

、

ひ

と

た

び

の

一
を
央
っ
て
も
生

細
菌
や
有
害
物
産

血

液

の

知

識

命
の
危
険
は
あ
り
ま

内
に
入
る
と
、

こ
れ

せ

ん

が

、

二

分

の

一

に
抵
抗
す
る
働
き
を
も
ち
、

か
ら
だ

を
央
う
と
危
険
な
状
態
に
な
り
ま
す
。

を
守
る
役
目
も
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
輸
血
に
よ
っ

こ
の
よ
う
に
た
い
せ
つ
な
役
目
を
て
血
液
を
補
う
わ
け
で
す
。

も
っ
て
い
る
血
液
で
す
が
、
科
平
の
人
附
の
血
液
型
は
、
ふ
?
フ
A
型
、

進
歩
が
い
か
に
目
ざ
ま
し
く
て
も
、

B
型、

0
型、

A
B
型
の
四
つ
に
わ

一
ま

だ
、
血
液
を
人
工
的
に
造
る
こ

と

け

勺
れ
ま
す
。

採
血
は

四
・
五
分
で
O
K

普
通
の
健
康
体
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も

献
血
す
る
こ
と
が
で
き
、

健
康
を
そ
こ

ね
る
こ
と
は
あ
句
ま
せ
ん
。
献
血
で
き

る
の
は
、
満
十
六
歳
か
ら
満
六
十
五
歳

未
満
の
か
た
で
、
体
重
が
男
子
四
十
五

旬
、
女
子
四
+
同
以
上
の
か
た
で
す
。

採
血
前
に
は
、
医
師
が
必
ず
検
診
し

ま
す
の
で
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
カ
月
に
一
回
以
上
の
採
血

は
し
ま
せ
ん
し
、

一
回
の
採
血
抵
は
原

則
と
し
て
二
百
J
Uで
す
。
採
血
に
は

四
、
五
分
か
か
り
ま
す
が
、
と
く
に
怖

い
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

/ 
ニれまでの 献 血 実 績

年 度 目 標宥 数 献 血 者 数 達成率

4 2 391 272 69.5 

4 3 391 2 4 1 61. 6 

4 4 4 2 4 3 8 4ヨ 90.5 

4 5 435 2 9 5 67.8 

45年度は、 残 l回 あり ます。
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昭
和
四
十

五
年
度
今
金

町
社
会
福
祉

協
機
会
の
総

会
は
、
八
月

四
日
役
場
会

議
室
で
聞
か

れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、

五
十
名
の
会

員
が
出
席
し
、

四
十
四
年
度

の
事
業
報
告

と
決
算
が
承

認
さ
れ
た
あ
と
、

二
十
六
万
三
千

円
の
四
十
五
年

度
予
算
と
事
業

計
画
を
決
め
ま

⑬《龍蝿掲邸前色恩誼自
ザ一一一-'-ー

し
た
。こ

の
計
画
に
よ
り
ま
す
と
、
重
点
目

標
は
、
広
報
活
動
の
充
実
強
化
と
機
構

の
体
質
改
善
に
お
き
、
お
も
な
事
業
は

@
共
同
募
金
運
動
の
実
施
協
力
@
働
く

老

人

気

で

分

ク
ラ
ブ

『
長
生
き
は
歩
く
こ
と
か
ら
』
!
と

今
金
老
人
ク
ラ
ブ
の
お
年
寄
り
が
七
月

十
五
円
往
復
三
J
町
歩
け
歩
け
運
動
を

行
な
い
ま
し
た
。

夏
一
勺
し
く
カ
ラ
y

と
晴
れ
あ
が
っ
た

朝
、
八
十
二
識
の
大
倉
他
泊
さ
ん
ら
四

十
人
は
、
町
民
会
館
前
に
勢
ぞ
ろ
い
巴

つ
え
を
つ
い
た
お
じ
い
さ
ん
や
予
を

ひ
か
れ
た
お
ば
あ
さ
ん
も
元
気
で
今
金

楠
の
た
も
と
に
到
着
。
さ
っ
そ
く
弁
当

を
ひ
ろ
げ
て
普
艇
に
花
を
咲
か
せ
、
若

車
し
い
昼
童
の
ひ
と
と
き

• 
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忘
れ

ず
に
記
入
を

十
月
一
日
に
国
勢
調
査

こ
と
し
十
月

一
円
を
則
し
て
世
間
い

っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
る
同
勢
訓
査
は
、

k
f九
年
の
あ

一
向
日
か
ら
数
え
で
十

一
同
日
に
あ
た
り
ま
す
。

同
勢
調
K
H
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
統

H
川
法
の
定
め
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
国

の
も
っ
と
も
基
本
的
な
統
計
調
究
で
す
。

今
同
の
岡
県
日
は
、
い
わ
ゆ
る
大
脱
線

訓
慌
で
あ
り
.
間
際
的
に
は

一
九
七
O

年
附
押
入
円
セ
ン
サ
ス
の

一
現
と
し
て

行
な
わ
れ
る
川
県
川
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
湖
売
は
.
世
間
都
道
府
県
、
山

町
村
の
人
口
や
そ
の
構
成
な
ど
を
明
ら

か
に
し
、
持
師
刊
行
政
に
直
傍
役
だ
っ
資

料
と
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
活
口
定

数
の
決
定
、
財
政
需
曹
簡
の
算
定
、
教

育
、
住
宅
、
社
会
保
障
、
交
通
な
ど
の

対
策
に
大
く
こ
と
の
で
き
♀
い
資
料
と

し
て
利
則
さ
れ
ま
す
。

測
点
叫
す
る
こ
と
が
ら
は
二
十
三

m
R

に
わ
た
り
、
氏
名
、
児
女
別
、
同
路
な

ど
の
基
本
的
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
人

円
砂
刷
、
教
育
、
出
産
力
、
職
業
、
府
開

業
、
従
業
地
、
通
学
地
、
生
計
の
干
段
、

刊
帯
、
住
居
な
ど
に
関
す
る
こ
と
が
湖

事業計画を響機する総会

苛
少
年
の
集
い
、
一
日
父
親
の
会
沈
附

催
@
低
所
得
者
へ
の
資
金
貸
付
。
長
期

療
養
者
の
見
舞
@
祭
典
時
の
古
世
年
指

導
@
悪
容
追
放
運
動
の
実
施
@
交
通
安

全
運
動
の
協
力
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
お
も
な
財
源
と
し
て
は
、
町

か
ら
の
交
付
金
十
万
円
、
共
同
募
金
の

還
元
配
分
金
五
万
円
、
そ
の
他
十
一
万

円
で
す
。

ノ
〆

な
む
旬
、
こ
の
日
役
員
改
選
も
行
な
わ

れ
、
会
長
に
友
普
幸
次
郎
さ
ん
、
副
会

長
に
白
石
光
客
さ
ん
と
斎
藤
亮
さ
ん
が

選

ば

れ

ま

し

た

。

/

本
町
の
社
会
栢
祉
協
議
会
は
、
昭
和

三
十
二
年
に
設
立
さ
れ
、
こ
と
し
で
十

四
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
こ
ん
ご
町
内

各
組
織
、
団
体
と
の
述
携
を
深
的
、
住

民
福
祉
の
向
上
の
た
め
活
発
な
運
動
を

展
開
す
る
方
針
で
す
。;

;
 

い
気
分
で
唱
歌
を
う
た
う
な
ど
、
ひ
と

り
の
落
後
者
も
な
く
識
し
い

一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

生
産
調
室
、
目
標
の
ニ
・
ニ
倍

こ
と
し
の
4
4

の
生
産
淵
盤
面
積
は
、

三
百
九
十
五

・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
減
反

で
、
目
標
の
百
七
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

対
し
て
二
・
二
倍
。
減
反
戸
数
は
二
百

八
十
七
戸
で
、
減
産
量
は
千
四
百
八
十

一
J

(
約
二
万
四
千
七
百
俵
)
に
及
び

こ
れ
に
よ
る
奨
励
補
助
金
は
、
一
億
一

千
九
百
九
十
六
万
二
千
円
で
す
。

。
。

お知らせ

-住民台幅から抹消されます

'>1.布、同Iと巡准符州委日告とが

行な っている住民主態，!I.¥J査におい

て、向先 (ft:L¥':"fr酬登封住所)に

いなく、賄か>;;ぃ郵便が相当件位

あります。

まだこの訓1・E川紙が開いていな

い方は、セ立'町民J県住民f.#:へ連結
くださし、。 もし 調貨の時にも所

在が不rtJIの助合は抹消することも

あります。

また、郵便が聞いていて、まだ

返日されてい辛い }jも多数ありま

すので すぐ返信されるようお願

いします。

園内部障害者の入所を事量

i目立内部附:!::..fi吏生指揮所で守は
毎年入所初を~~~ L.ています。

つぎにl協叶する人は、役場町民

組へお中し込みくどさい。

b入所付保有

，{':;';桔 (カリエスを古む)回復者

と 4し、峰崎 f，~陣容r.

b年齢 15雌-40故まで

結
核
全
道

住
民
検
診

こ
と
し
の
結
核
住
民
検
診
は
、
八
月

二
十
四
日
か
ら
九
月
五
日
ま
で
検
診
車

が
各
部
落
に
出
向
い
て
実
施
し
て
い
ま

す。
結
核
で
死
亡
す
る
人
は
近
年
少
な
く

な
り
、
今
金
町
で
も
死
亡
順
位
で
は
七

位
で
ガ
ン
や
脳
卒
中
に
首
位
を
ゆ
ず
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
必
者
は
現
証
今

金
町
に
百
八
十
九
人
お
り
、
こ
の
有
病

車
は
全
国
平
均
の
約
二
倍
で
全
道
一
で

す
。
ま
た
、

η
忠
率
(
一
年
間
に
結
核

患
者
が
出
る
率
)
も
全
国
三
位
に
相
当

す
る
高
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
吋
し
、
結
核
住
民
検
診
率
は

昨
年
度
=
二

九
%
と
い
う
低
率
で
、

こ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
忠
者
発
見
車
が

高
く
、
ま
だ
ま
だ
潜
在
患
者
が
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

昨
年
新
し
く
忠
者
に
な
っ
た
三
十
人

の
う
ち
、
す
で
に
空
洞
が
で
き
て
排
幽

し
て
い
る
人
(
開
放
性
患
者
)
が
五
人

も
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
な
る
と

自
宅
僚
警
が
で
き
ず
、
入
院
治
療
や
手

術
を
畳
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て

治
療
期
間
も
相
当
長
び
き
ま
す
。

査
に
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
治
療

が
必
要
な
九
十
五
人
の
う
ち
二
十
三
人

が
途
中
で
や
め
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
、
結
核
に
自
覚
疲
状
が
な
い
た

つ
き
の
と

-札慢の市舛、市内局番がかわり

ます

8円23円か ら、札制 (0122)手

稲 (012847)の市外局番が rOll，J

にかわります。

市内向帯は、本L酬がふとけた局

調書の末尾に r1 Jがついて三けたと

なり、下稲は札制に合併して新た

にt681 Jになります。たと えl王、

札叫0122-23-21211率、 011-231

-2121となりますので、 t;‘まちが

えのないようご協力くださ "0
(今金I世間市l前向)

-‘ 

の
返
上
を

しひ川英 ら に だ た l制い i酉 し も 畳 査 ら め 1E 
，まと治を川、 f史けこ1tて国の、 つけこ tlれ、こさ
すりにも勢あうにとしい勢調十て持のが、全のれ

O 。の行つ測りこ mがまろ調査円 l別ち l開制こ国側ま
日なも ffのといらすい It票 査 l制 1・i: 1tのに1tす
いわのはまはらはがろでが円票 TE口に訓くを
|制 れでこま決れ、、とは集かを区はあ1f.まJ:.
心るあのをし‘統こ立、めらく内九た区な確
とよりよごてd そ計れち{囲ら五{まの同りにくに
tl¥ ぅ、う ;!eあのをら人人れ円り各 二 ま配訓早
力関Iこ に 人 り 1;1.つのつやまま記世卜す i出資く
を民的大くまかく申た iltすで入帯問 。 さ区行
おひ Itl~J きだせのる告こ帯。にをに円 れが主
願と 1tなさん同たさとに Je自主、か た J量う
いりが.~:いか的めれをつ 入頼 iiil ら 澗けた

τチL計"-ri品==--:需品ヲポ内世マ#丙卓也弓~弘司件~τ持τ世τ手.:"' .:""..' ，"'." "，苛持

亀に町 i活上口部 長j‘会日挙/と 、 蹴 、了1 と担T U+_ I L ，{II:、八月冒n>ι
ど 1，. l ~l 問 二と H舌'? r L工品、午ず悔;>-R容

H まノま球 十 ト 奥 'ー』 ーー ・ ~九川H

竺;RkJhRE 道民スポーツ桧山大会
位しにがレ今行を
入た続、 l 金な会|
賞 。き総ポ 町わ場 y 第
は t.u合 l巡れに桧 二

しでル手まヒ"，阿
くはな 1'11 し 1-1 .k道
も厚どはた 二 会民
三 沢に、 。 卜はス
伎町1¥大陸 一 乙ポ は

必
ず
受
け
よ
う

め
、
は
じ
め
の
う
ち
の
カ
ゼ
の
よ
う
な

症
状
が
と
れ
て
し
ま
う
と
治
療
を
や
め

て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
の
二
十
三
人
と

治
申
後
三
年
間
の
定
期
検
診
を
受
け
て

い
な
い
凶
十
四
人
の
中
か
ら
附
放
性
忠

者
が
で
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
、

開
放
性
忠
者
と
わ
か
っ
た
二
十
一
人
中

十
五
人
が
入
院
中
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
結
核
予
防
の
き
め
手

は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
最
も
た

い
せ
つ
で
す
。

今
金
町
か
ら
結
骸
を
な
く
す
る
た
め

-

E

一

回
に
次
の
こ
と

捌
け
一

一

一
一

定
受
の

一

一一

一
を
キ
り
ま
し

ル

£
ι
s
u
-

-

一

一

あ
珍い

一
団
一
凶
一
似
一ょ
う
。

た
険
会

一

一

一

一

品
h

川
和
一

一

一

一
①
年
一
度
の

川
|
i
寸
斗
|
↓
よ
結
綴
験
診
を

¥
 

定
安
、

一

一

一
一
必
ず
受
け
よ

!
 

あ
鯵
も
一
四
一
位
一
拍
一
う
。

た
検
る

一

一

一

一

h

肌
引
一
一
一
一
②
結
績
は
完

引

ー
↓
↓
」
一
全
に
治
る
ま

H
吋
一
7

一
時
一
回
一
で
治
療
を
畳

副
原
て

-

-

-

一

ーム

ヨ

的
し
の
一

一

一

一
け
よ
う

4

て
の
一
一
一
一
③
乳
幼
児
は
、

肌

H

一
世
一
拍
一
世
一

B
・C
-
G接

治

ぃ

一

一

一

一
種
で
結
核
に

思
者
敬

一
同
一
部
一四
一
対
す
る
免
疫

日
叶
寸
↓
を
つ
け
よ
う
。

第

一
向

-
f

一

M
m

一
町

一

J

0

0

今 金 町 の 結 核 患 者 の 現況

新記録の一瞬、福地選手

お
り
で
す
。

マ
陸
上

総

合

優
勝

(
H
川可
m
A
子
)

走
り
一
仙
と
び
、

三
段
と
ぴ
リ
伺

地
邦
夫

(
一
般

男
子
)
八
百
幻

H
m
m勝
彦
(

一般
女
子
)
砲

丸
投
げ
H
狩
野

索
干

マ
卓
曲
部

般

てア
パ問
レ 1本

ポ

Jレ

一
般
K
下

自
衛
官
募
集
中

一一

T
陸
海
。
尚
早上
、
山
町
人
向

術
一
円
、
右
唱
団
戸
午
、
航
空
下
生
、

防
衛
学
生
事
血
中
で
す
。

詳
し
く
は
役
喝
町
民
諜
へ

-郵便番号は住所の一部です r

昨年 7月から蝉使にあて先の住

所氏名とい っしょに郵便酢丹を汗

いていた疋いております。

現{f. 皆さんのご協力により80

協の~e醐唱ですが、昨日区分幡圭

フルに活問 L、郵便がより早〈届

くようすべての郵便に需号記制を
お願いします。

あて止の冊zυは、お手もとの「郵

便貯乃簿」 でお訓べください。

{今金郵便局)
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(~t:3 
7♂F骨

荘

厳

な

秘

境

オ
オ
シ
ュ
プ
ン
ナ
イ
の
滝

少しでも飲んだら

運転できません

交
通
事
故
の
防
止
と
交
通
混
雑
を
解

消
し
、
道
路
交
通
の
円
前
化
を
図
る
た

め
、
八
円
ニ
4
円
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
に

道
路
交
通
法
的

一
郎
が
改
正
施
行
さ
れ

ま
す
。
改
目
さ
れ
る
部
分
は
、
い
ず
れ

も
私
た
ち
す
べ
て
が
田
町
解
し
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
ら
で
す
。

み
ん
な
で
注
立
し
、
今
金
町
か
ら
交

通
耶
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
お
も
な
改
正
要
占
は
次
の
と
お

り
で
す
。

O
こ
れ
ま
で
の
酒
気
帯
び
運
転
の
祭
止

は
、
身
体
に
一
定
程
度
以
上
の
ア
ル

コ
i
ル
を
保
有
す
る
こ
と
を
禁
止
し

て
い
ま
七
た
が
、
改
正
で
は
、
少
し

で
も
飲
ん
だ
場
合
、
自
動
車
を
運
転

道路交通法が一部改正

す
る
こ
と
を
禁
止
し
ま
し
た
。

O
酒
気
帯
び
運
転
の
う
ち
で
、
も
っ
と

も
危
険
性
の
高
い
酒
酔
い
運
転
を
き

び
し
〈
処
桐
す
る
た
め
、
刑
が
二
倍

に
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

O
運
転
し
よ
う
と
す
る
人
に
酒
類
を
健

供
し
た
り
飲
酒
を
す
す
め
る
こ
と
が

然
止
さ
れ
ま
し
た
。

。
運
転
免
許
の
取
り
消
し
な
ど
を
受
け

た
後
の
免
許
の
欠
格
期
間
は
、
悪
質

な
運
転
者
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で

一
年

で
し
た
が
、
改
正
で
は
三
年
以
下
の

範
囲
内
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
主
り
ま
し
た
。

少
年
に
も

交
通
反
則
会
を
適
用

O
交
通
反
則
通
告
制
度
は
こ
れ
ま
で
少

年
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が

今
囲
内
改
正
で
少
年
に
も
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
♀
り
ま
し
た
。

O
運
転
免
杵
の
行
政
処
分
を
受
け
と
こ

と
が
あ
る
も
の
の
う
ち
、
軽
微
な
反

則
行
為
者
に
は
交
通
反
則
通
告
制
度

が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改

正
に
よ
り
、
駐
停
車
違
反
、
右
左
折

方
法
違
反
な
ど
軽
微
な
も
の
で
も
適

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

。
安
全
運
転
管
珂
者
そ
の
他
、
車
両
な

ど
の
運
行
を
直
綾
管
埋
す
る
地
位
に

あ
る
人
が
、
櫨
…
免
許
、
酒
酔
い
、
過

告
運
転
、
附
載
制
限
違
反
な
ど
の
違

法
運
転
を
命
じ
た
り
、
黙
認
し
た
場

合
は
蛮
く
問
せ
ら
れ
ま
す
。

11.477 

5. 580 
5.897 

2.863 
31~見(El

人口

男

女

世帯

(45. 7 

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

幅

口

博

隆

(

忠

男

長

男

)

鈴

附

荒
木
美
智
子

(勝

治

三

女

)
相

川

水

野

英

明

(英

一

長
男
)
鈴

金

川
村
小
百
合

(忠
広

二
主
}
新
栄
町

菅
又
か
お
り

(光
男
長
女
)
末
広
町

丸

山

英

円

(

茂

民

主

)
仰

町

村
間
臓
器

F
(幸
造

長

k
)
掛

町

内

臓

伸

行

(敬

一

二

%
)
池

町

石

川

品

F
(盟
二
一
一
立
)
本

町

境

問

佳

干

(一

段
K
)
パ

京

竹

凶

進

(拓
て

長
引
)
緑
町

須
凹
民
俗
奨
(
英
雄
長
女
)
州
連
町

杉
林

光

明

(
匝
光
長
引
)
緑

町

児

玉

行

司

(点
縦
長
引
)
阿
美
町

中

塚

花

伝
(
誠

一
郎

三
回
)
八
束

岩
井
健
治
(
芳
則

二
m
h
)

南
栄
町

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

平

原

普

栄
H
野

田

美

恵

子

八

束

木

島

正

央
H

小

隅

ヒ

サ

緑

町

五

十

嵐

品

H
今

野

育

子

大

和

町

佐

藤

覚

H
斎

藤

波

子

末

広

町

今

野

正

雄
H

近

藤

静

子

寒

界

圃
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

笹

森

ヱ

イ

六

十

七

歳

金

町

河

兼

太

郎

ヒ

十

七

議

神

丘 町1

三
津
橋
久
次
郎

賞

徳

間

鈴

木

ひ

で

上
野
定
吉

菅
井
福
次
郎

橋
爪
革
之
丞

六

十

五

政

樋

川

五

卜

九

段

旭

町

六

t
t哉
昭

和

町

七
4
1
三
歳

末

広

町

八

十

四

歳

花

石

六斗
l

四

歳

時

町

(
七
円
分
)

。
読
者
の
声
。
を

「
広
限
い
ま
か
ね
一
を
よ
り
町

民
の
み
な
さ
ま
と
親
し
み
の
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
、
係
で
は
説
者

の
戸
を
募
出
し
て
い
ま
す
。

町
政
に
叫
す

ι質
問
、
型
望
、

な
見
、
判
的
相
川
崎
、
ま
た
広
叫
に

つ

い
て
気
づ
い
た
山
、
町
の
訓
組
、

U

W
H
寺
ど
な
ん
で
も
け

っ
こ
う
で
す
。

役
地
企
画
室
ま
で
住
所
、
氏
名
を

川
犯
の
ト
い
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。
採

川
版
刷
に
は
薄
謝
を
早
一
し
ま
す
。

( 2 ItIj> 

(2 !tIj) 

( 1 )Ç~ > 

8月31日まで

納期までに完納しょう

開T道民税

同氏健康保険税

個人事業税


